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研究成果の概要（和文）：

本研究では多数のクラスに対応した大規模一般画像認識システムの実現およびそれに関連す

る研究を行い，以下の成果を得た．

(1) 1000 種類の画像 DB の構築，

(2) 200 万枚の Web 画像を用いた画像オントロジーの構築，

(3) 100 種類の食事画像に対応した食事画像認識システムの構築，

(4) 100 種類の動作に対応した動作ショットデータベースの自動構築，

(5) 視覚概念と位置の関係の分析．

研究成果の概要（英文）：
In this research, we studied on large-scale generic object recognition system and related
topics:
(1) Construction of a 1000-category image database
(2) Construction of an image ontology database with two million Web images
(3) Food image recognition system for 100-category foods
(4) Automatic construction of 100-kind action shot database
(5) Analysis of relation between visual concepts and locations
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１．研究開始当初の背景
(1) 研究開始当時の２００８年までは，一般

物体認識研究は２０種類や多くても１
００種類程度の認識クラスを対象に行
われていた．

(2) 当時は研究レベルで一般物体認識研究

が行われているのみで，実応用に一般物
体認識技術が使われたことはなかった．

２．研究の目的
(1) Web から自動的に一般物体認識のため

の学習画像を収集する技術 Web 画像マ
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イニングを用いて，1000 種類規模の一
般物体認識のためのデータセットを構
築し，1000 種類規模の多数のクラスに
対応した実用を目指した物体認識シス
テムを構築する．また，どのような種類
のクラスを認識対象カテゴリとして準
備すべきかについて Web 上の大量の画
像を用いて視覚概念の分析を行う．

(2) 実験室内だけではない実応用を想定した
一般物体認識技術及びその応用システム
を開発する．

３．研究の方法
実際には以下の 5つの方法によって研究

を実施し，それぞれ成果を得た．
(1) これまで我々が研究を続けていた，画像

認識技術を用いて Web から指定したキ
ーワードに関連する画像を自動的に大
量に収集する Web 画像マイニング技術
を用いて，1000 種類以上のカテゴリの
画像を自動収集する．

(2) 200 万枚のキーワード付与された画像
を画像共有サイトである Flickr から収
集し，視覚概念同士の類似性の分析を行
う．

(3) 実用的な一般物体認識の応用例として，
自動的な食事記録の実現を目指した食
事画像認識システムを開発する．Web
画像マイニング技術によって，Web 上
から 100 種類の食事画像を収集し食事
画像 DB を構築する．

(4) 静止画像の認識のみでなく，Web 画像
マイング技術を Web 動画にも拡張し，
Web 動画共有サイトからキーワードつ
きの Web 動画を収集し，指定した動詞
キーワードに対応する Web 動画中のシ
ョットを自動抽出し，動詞に対応する動
画ショット DB を自動構築する．

(5) Web 上には撮影位置の情報のついた位
置情報付き画像が大量に存在している．
そうした画像を用いて，視覚概念と位置
の関係について分析を行う．

４．研究成果

(1) 1000 種類の画像 DB の構築を行った．

ただし，Web 上の Crowdsourcing 技術

を用いて自動的に数百万種類の大規模

画 像 DB を 自 動 構 築 す る 研 究

ImageNet が海外で発表されたため，本

研究での 1000種類DBは新規性がなく

なってしまったため，外部発表は行な

っていない．

(2) 200 万枚の Web 画像を用いた画像オン

トロジーの構築を行った．視覚概念の

類似性を視覚特徴，タグ共起特徴，そ

の混合特徴の 3 種類によって表現し，

グラフ表現することを行った．画像オ

ントロジーを用いて検索語拡張を行う

ことによって，キーワードによる画像

DB 検索の精度が向上することが示さ

れた．

(3) 100 種類の食事画像に対応した食事画

像認識システムの構築を行い，実際に

携帯電話から写真を送ると食事名とお

およそのカロリーを返すシステムを実

現した．また，食事画像認識Twitter Bot

として一般公開している．

(4) Web 上の動画共有サイトからキーワー

ド付き動画を収集することによって

100 種類の動作に対応した動作ショッ

トデータベースの自動構築を行った．

100 種類もの動作ショット動画 DB を

自動構築した例は今までなく，国際的

にも評価を受けた．

(5) Web 上の位置情報付き画像を用いて，

250 種類の視覚概念について画像 DB

を構築し，各視覚概念について位置の

関係の分析を行った．その結果，位置

によって視覚特徴が変化する概念と，

変化しない概念，特定の地域のみに集

中している概念など，概念によってそ

れぞれ位置に関する異なる特性を持っ

ていることを発見した．この研究は初

期段階であり，続きは現在，基盤研究(B)

によって継続して研究を実施している．
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